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絹繊維及人絹の光澤に就て

窪田潤

萱野恒

J. Kubota. H. Kayano. On the lnstre of the Silk fibre and Rayon.

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　醤

　物慨の表面に落射した光線の規則正しく反身」’されるざきを光灘ご紛戯そのII“か多い繰光澤

度は大である。虫綜の光灘度測定に就ては臨に妹尾氏、森本氏がG｛｝e賜の光澤計をJi』、て、河

倉茂はアラサメータ…一を以て、大岡氏は】、，lllfrieh：Photolueterにでノ強研究し・そth－一部を焚表

して腸る。絹繊維は絹侍有な乎憂雅なSilky　Tコu：　t］x’r，を有してゐるが、仔細に槻察するt“・ノk綜

は種類にVbり、繭暦部位に必り、或は製造工糧、取扱法ωジ穀蝶等に依つ一C、品質ご共1二光澤

゜を異にするものである。それ故種類、品質を光澤及色相1二よって肉li艮的に鑑定霊るこεが出來

る。而も是等礁綜に於ける蕪異は、精練後の絹綜にも影聖lliするものである。玄玄にノ1ミ綜）撚1瞼

査の必要がある騨である。依て著剛よ上詳己瞬｝1係がd竃縣光澤に及ぼ1つ1；i與及絹、人絹の光ll馨度な

OSむWald氏のUniverstLl－1》11Q亡onieL’er　．により測定し、　FreS三】dの法llllによ1｝澱の絶聾、｝敷値を’R

めて見たのである。戴にその一一部を報告し、大方（75御批’同を乞ふi次｛鴬である。

　　　　　　　　　　　　　　1［試瞼材料及力淡

　A．イオ　　　　料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　關瞬部位別及畢節別の光1畢比較に用ひた試13～ト國鯨脚8號×國憲支10〔1號、國鑑llll噛臆×國獄

支105號」酵ll×安泰、國慧1歌16胱×國獄支16號はN何れも昭落！IIO｛1乱臓本検灘のもので・繰縣

欄醐隷ぬもの醐て5理掟粒によ膿織蝿の・他の試料購て」・旧劇ゴ馳酬杁
した春獄繭を以て混繰製綜したのもo）である。練絹は裁等の試料の1勺から任意に探取精練した

もの、叉人絹、艶濾人絹も本校産のものである。是等の材料を4、5。。四方の黒色カードに、貰南∫

に縣條審取器によつてO．3．。，、、の厘さに3．4。，llの輻谷1収つたのであるが、1及び2粒繰試料はs繭

から直接カーmドに巻取り，3粒繰以上の試料は瞥通の製綜法の搬に小枠、大枠を維りC一度総を

つくり、後カードに谷取つたものである。練紺は金騨枠に座縣を巻き共ま・精練乾燥したもの

で、測定に常つては掲來るだ乏ナ他の試料ざ同一状態にある様にする鍋、黒色カードを襲面に添

へて用ひた。

　B．方　　　　法　　，　　・

　本實験はOstwalcl氏のUniv撫sa1－Photo11ユeterにより行つた。

　本器の構造は45度に傾斜した導光管を、中央に隔壁を設けて2室に分ち、典の上方に照明光

源を、下端に載物蘂を置き、この一方に被瞼燈弘他方に標準白色）純硫酸バリウムな白色膠ε

混和して塗布しナこ阪）を置き、導光管を通じでO，stwaldEE監製の襟準白色ランプで照睨させる

のである。本器は上部の反射装置外は線て黒魚に塗つてある。導光管外端の探光窓は通蹴ノく小

を加減し、明暗の差：F分ノーを讃むこε力鵯來る。爾硯野の槻豊は中央“Ci’接合してゐる1）rl：　n’｝

　を用ぴ、其上部に廻韓式の0呂tw乳ld氏の濾色装置をカllへ・接眼鏡を附したtubeに依る。而し

て木器により光澤を測定するには、先づ精密調整をなし、款に被楡膿を載せる載物議を外側の
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指針で搬光窓に向つL21赫度揮〔斜するか、叉は本欝自騰を45度｛町〔斜し、照射光線ざ被瞼髄の1ずll

から【1三規反射して眼に入る光線の角度を同一一にする。次に左側の1男1準白色を有する方の探光窓

、を開閉して左お均等α）覗野を得た時の数値を讃み取り、後本器を直立するか叉は滅物毫を水基

位にして散豹光線彙を泄暇三し、此撒値ご先の正ヲ聾a反射搬の数他εの差を以て光澤度の比撒巴す

るのである。而して光爆弛ミ唐ものの測定には、接眼鏡薗にIliL絶の：IPilterを獅入するのである

がs此揚合最も明るいものを使用し、叉最も閣るい場合の数値を探るこεが必要である。木實

駒に於て｛・轍1・・1・，・鰍肌ナ・．㎜…を劇し醐舘、．馳嶋，磯購ヒ轍

射光線最この差を箆1二Filterの暗色度で1除して光灘渡の比数ミするのである。1｝ヒ比撒から光

澤度の蜀絶敷値、UiJち落射光線量に欝する正規反射光線’llヒの百分比をi次式に依て求めるこ零が

　　　　　　　　　　　　　　　Giz＝＝，II，〈。Gr　・……・・……（1）

　戴に（胤は光澤度絶蜀激値（％）

　　　Grは光澤度比撒。　1くは測定器にょって定められる帯撒である。このKを求めるに

は先づll！痢手7ド滑なイi鴬」㌦肢の光爆度比撒を・測定し、訳にF1℃t　nvlの公i一疇

　　　　　　　　　　r瓢tr・（語享｛｛｝葺子98一トliiii霊暑8〒88）・…　一・一・…　一（2）

に依て反射光線1ll：を刃ヒめ、以て【冊鋒の値から誘鱒算出するが便利である。上式ril　rは反射光線

：llし0は入射f「」、甑は射出角である。

1・の灘に・舗・瀞1轍繊乾仮酬ぴナ・鵬1・1…を以て蹴し燃隈鵬・表・・

如くである。此揚合雛滑な穂子阪の不規則な反射は零故直立位に於ける測定は不必要である。

禦　　　1　　炎

1　　同　　　2　　陶

　　　　　　1

G2，曾2　　　　　　62．2，

3　　同　　　　4　　1Gj　　　5　　1已」

C，2，1．6　　　　　　63i　hi　0　　　　　　02．82

　　　　　光浬度比数
’ド均 @鞠億・響

⑰2．80　　　　，　　　7S5。0

帥ち光灘度比敷785．0を得た。叉此の禰子阪の屈折率は、顯微鏡勘以て測定した結堅1，証0であつ

た．網・蜥率ωは・嬬｝鑑な・蘇あればeを銚せば・臆蜘鈷な・・是

等の値を（2）式に代人するSr瓢0，0503ざなる。即ち此爾子はその表面で落射光線燈の5つ3形

を反射するこミεなる。而して此硲子の内部に於ける微少の吸牧を看過すれば、：LOO－5．03＝

9d．97％の光線は第2面に蓮し、ここで先ε同様に　9生，97×0．0503謬4．77　自IJち4．77％丈け上方

に反射され、内4．77　xO．0503＝　O。23ヌ6は肇蒋1面下で再び下方に反射され・残蝕の・1．54％だけ表

面に於ける反射癒に加はる。故に此覇雪子の反射総奮至は5，03％十4．5蜴6吊9・57％E見徹すこミが

髄卿き蕪依，榊聯立欄、欄の　撚、訓・
光澤蹴撒既澱絶蝿を求めて見ナ、のであるがb－一
是等の値は綜條方向ε照射光線の方向の差異1こより異なるものである。師ら45度の照射光継琵に　e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》卿・　　．
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Tso

100

50

o

　　　　　第　　2　圃　　　　　　　調舳し水）ドに置いナニ生綜綜條の方向な雁脊から磁角

　　　　　　　　　　　　　　　　　　迄種々痩化して見ゾこ彪、第2表及第2圃の如浄糾i

－～`一・~超・射，量　　糊縞・れに依覗・辮條方醐““・J・））kll・線

＼曼ぐ1：：二：1灘1談i灘繕鰭1

．＿甥レ＿／べ＼＼て光澱の齪酬勧・的を照射・燃辮行
　　　　　　　　　　　　　　　＼　に置くのが最火値が得られて最も可良故、本實瞼

創・、押・・7・－e・洛総糠1し1こ依り’謝の脳囎も

策　　　2　　衷

角　　度

21二　行

　30°

45°

50e

550

60°

65°

70°

75e

SO°

85°

直　　角

コ1三・規反射瀧　　　　　散射無

33，4

31　，2

鶉8，8

27．4

26．5

26．6

鳥5．9

26．0

26．3

26，2

26．3

25，9

s，コ．

9　，r，

10，7

11，コ．

11，9

12，G

工3．8

14．2

16．3

工6，6

18，6

20、6

光濃度比数

工25．5

10S，5

go．5

8．1．r｝

73．0

70．0

60，5

59．0

50。0

48．5

38，5

銘6．5

光海度繕珊値

試米斗は本校醒量1國：甦踵鰍18號×國澱置丈106勢彪工oor司1…】の繊慶差糸o

傷｛

1．54

工．32

1．10

o．99

O．S9

0。85

0，74

o．72

0．G1

0．59

O，47

O．32

∬實　　瞼　結　果

　A・縣條方向が照射方向に乏IS行な揚合

　各種の生孫、網及入網の本測定器により得た正親反射蟄、散射量、光爆度比撒、光澤度絶獅

熾暢げれば第・衷卿くであ・・X中の磯反糧鰍撒1・壱職・輔ひ囎髄であ

り・此爾者の軍均値の差を5倍したものか光爆度比数で・更に是れに0．0122を剰じて光灘度維

劉値εしナこのである。
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第　　3　、嚢

種　　　　　　別

膿謙・・－1・・

　　　　　　　　　　　plt　雁

一　　粒　　繰
　　　　　　　　　　　内　　暦

　　　　　　　　　　　外　　暦

二　　粒　　繰
　　　　　　　　　　　内　　暦

繊度
（一唱アHPル）

3，6

3，4

2．s

工0．・：輩

6，4

　　　　　　　　　　　　　タト　　∫醒　　　［．5s3

・鴬・ @粒　 繰「駐　．暦　　13・o

　　　　　　　　　　　　　内　　 雁｝　　　11．．O．

　　　　　　　　　　　10⑪四臓

　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　200岡

四　　　elriz　　繰　 300【司

　　　　　　　　　　　400同

　　　　　　　　　　　5001遡

　　　　　　　　　　　100悶日

　　　　　　　　　　　200岡

　　　　　　　　　　　300岡

li　粒　　繰
　　　　　　　　　　　400同

　　　　　　　　　　　500岡

　　　　　　　　　　　600同

1

　　　　　　　　　　　ヱ00回目

　　　　　　　　　　　2QO同

　　　　　　　　　　　300同

六　　粒　　繰
　　　　　　　　　　　400同

　　　　　　　　　　　500同

　　　　　　　　　　　600同

　　　　　　　　　　　100圃目

　　　　　　　　　　　200同

　　　　　　　　　　　300岡

七　　粒　　繰
　　　　　　　　　　　400同

15，1，

15、2

コ．4．菖

11．．3

10．3

19．8

20．3

19、4

15．7

14．2

13．5

三s．E

22、2

20。2

1S．0

16．2

1・1．1

27．4

32．s

29．0

26．5

lil三一」51　iiC・射’〉「丘線：lil：

一JL

ﾆ　　 貢逢　　　ユド

．プ（．．．．．小．　Xvl．、

3S，9　　38，0　　38．5

39，7　39．島　39．5

43，8　　；“．，S　　42．S

a5．4　　3・L7　　35．0

：3s．9　　38。3　　38．6

30．5　　，弓｛》．0　　30．B

壽｝7．7　　37．0　　37・3

37．8　　3（3．9　　37、4

　40、5　　：19、，1・　39，9

　39、6　　38．5　　39．2

　40．4　　壽39．：3　　3～｝．9

　38。6　　37．4　　3S．0

、　38．0　　37，4　　37，7

t｝r）、3　　34．4　　34．8

3s．0　37．2’37．6

39．7　　39，0　　39，3ワ

3s，7　　37．2　　37，9

3S．（｝　　37．2　　37，9

35，6　　3並．7　　35，2

36．G　　35，4　　3G．Q

39、4　　39．3　　39．4

40、3　’39，S　’40．0

生1、8　　4⑪．3　　41．0

4L密　40．4　‘10，9’

39，7　　3S。7　　39，1

36．1　　34，3　　35．3

39．σ　　3・3．9　　3s，2

．13．4．　40．71　42．11

40，0　 ：S9．2‘ @39、7．

嘗女町」・光線ゴ11．　　：光学睾度

…葵一寮｝鷲〔轟携

S．7　　　8．3　　　8．部　　　　15⑪。0

7．0　　　6，8　　　（3．9　　　　163，0

4・，S　　　4，2　　　4．G　　　！．91．0

1：ll：ll：1隅

s．9　　 8．7　　
s，，，9，

7，0　　6．9　　7．O・

5．8　　5、6　　5．7・

7。7　　7，5　　 7．（｝

s．5　　8．2　　8。・蛋

8．2　　 8．o　　 s，1．

6．0　　　5，8　　　5，9

｛Y。2　　 6。0　　 5．⑪

7．昂　　 7．3　　 7．4

9．O　　 S，1　　 8．4

s．7　　　s．5　　　8，6

7．6　　 7．4　　 7，5

7，2　　1t　6．9　　　ワ．1

6．4　　　G．2　　　6．3

7．2　　　6、9　　　7．0

7．8　　 7．5　　 7．G

7．9　　　7．7　　　7．8

S．⑪　　　7．5　　　7．S

G．9　　　6．7　　　6，8

7．S　　 7．6　　 7．7

8．｛｝　　．s，s　　 s、＄

9．0　　　8．「r　　　歌8

9．6　　　S．S　　　9．3

9．7　　 9．む　　 9騨7

107，昏

151．5

1郁s．5

1．61．，5

工54．0

159，0

1GO．5

15s，錺

137．0

14岱．0

153、6

152．0

154，0

1圭4，5

1・15．0

159。0

161，0

1tj6．0

ユ70．5

157，0

132．5

147．0

1S・1，0

150，0

光灘度
絶醤値
（21s均）

　　ゆぐ

　1，83

　1，99

　2．33

1155

1．99

1，31

1．85

1、93

1，97

工．88

1，94

工．96

1．93

1、67

1．78

工，87

1，85

1、88

1，76

1．77

1．94．

1．96

2．e3

2，08

で工92

1．62

1，79

”2．eo

1，83
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500陶圓

600「司

　　　　　　　　　　　　100圏旧

　　　　　　　　　　　　fioO同

（器黙）…同
　　　（夏1融1）　　　　・100　ri／J

　　　　　　　　　　　r）OO同

　　　　　　　　　　　Ioo圃目

　　　　　　　　　　　200同

2ド』琴「1×安　 渤蓉　30⑪　『可

　　　（秋繭）　　　　400岡

　　　　　　　　　　　500・岡

　　　　　　　　　　　］．OO岡厩

　　　　　　　　、　200同

（灘肇｝1：雛）ll調

（完葺色フイ．ルタP－　（A5）｛吏ノH）5°°同

　　　　　　　　　　　GOO同

　　　　　　　　　　　∠k繭甑

　　　　　　　　　　　蒸殺lt／．Sl

繭jl吃k鴇窄豊度　 （1・i　il吃嘔芝

　　　　　　　　　　　本乾巌

　　　　　　　　　　　過乾1雌

　　　　　　　　　　　遡煮1薩

煮　 繭　 程　 度　 灌煮ζ1醒

　　　　　　　　　　　若煮楓

　　　　　　　　　　　清湯甑

煮繭湯の涛濁濁湯匿

　　　　　　　　　　　療準骸

　　　　　　　　　　　150°　11竃

繰糸糸湯鑑L度　 1SO1　頂葭

　　　（t’）　　　200・蔵

ll：gl鍛1：1麓：；

1．7，0

1・3．2

ユ．5．2

コ．4．0

コ．1．2

21，0

18，2

15．3

14．2

13，0

ユ4、8

14．3

ユ．3．9

13．5

12．s

10，2

　　17．5

　　18．S

　　20．0

°18．8

　19。9

9．5　　　9．3　　　9，　，・・1

8．9　　　8．・」1　　8。7

・：韮1．7　　40．3　　40．9　　　　　9．S　　　9．0　　　9。5

42．3　　41．3　41，8　　　　9．・「｝　　9．4　　9．5

42．3　　41．3　　41，S　　　　9。4　　　9．3　　　9。4

39．0　　38，5　　38．S　　　　　7．9　　　796　　　7．7

39’0　　；1］1．3　　38．8　　　　　8．9　　　S．7　　　S。S

39．5　　3s．3　　3912

40．1　　3S．9　　39．7

・i3．6　　4出．4　　43．2

40．8　　45，4　　4G．1

44．5　　43．1　　4「；．9

31，0　　28．9　　30。2

32．1　　｛3Q．G　　31．3

：］，，，s　　33。2　　33，s

32．8　　31．2　　32．1

33，6　　32」，　　33．0

33，5　　32．2　　33．0

・13．4’ S1．4　42．5

42，5　　41．1　　41，G

46．5　　45。1　　45，8

46。9　　遵6．0　　46，3

46．6　　46。0　　4（｝。4

ll：gill：ll蹴1：1

13．2

15，8

15．0

11．s

17。7・

ヱS．0

工6．4

39．S　　3S，7　　39．3

36，8　　3・玉．s　　35．9

4・2．5　　41．2　　42．1

42．9　　・f2．3　　42．7

43．S　　43，0　　43、5

・1；1．3　　42．・1　　43。0

430　　42．5　　42，9

（J．1　　　S．6　　　8。8

｛．7　　　9，4　　　9．5

9，9　　　9．7　　　9．　．8

9．O　　　S．7　　　8，8

7．0　　 6．7　　 （3．8

　5。4　　 4．4　　 4．8

　5．9　　 5，S　　 5．8

　5．9　　　芝｝，5　　　5．G

　6．2　　　5．G　　　5．9

　6．0　　　詫5．3　　　5，6

　5．9　　 5．，5　　5．プ

　9、8　　　9．1　　　9．5

　8，6　　　8．2　　　8。・1・

工O，6　　工⑪、3　　1⑪．4

10」3　　10．0　　10，2

7，9　　　7．6　　　7，S

8．5　　　8．3　　　8．4

S．3　　　S2　　　8．2

8．0　　　7．7　　　7、9

9．⑪　　　S．6　　　8．8

8．9　　　S、5　　　S．7

7、4　　 7．3　　 7．4

9．6　　　9．4　　　9．5

8，4　　　S．2　　　S，3

S．8　　　S．6　　　8，7

1G8．5

1．e｝｛」．5

157、0

1イ躍．．5

1く12．0

155．5

1，50．o

工52．0

151．0

工67。0

18　e，．5

185．5

127，0

127．5

141、0

131．0

工37．0

工36．5

165，0

11コ6．0

177．0

工SO．5

193．0

工61，0

16ユ．5

157．o

135、5

167．0

176，5

170．0

173．5

171．O

2．06

2，α｝

コ．，92

1．Y7

工98

1．YO

コ、83

工。ε5

1。s4

2．04

2．2s　噂

2．2δ

工，酪

1．r）c，

ユ，72

1．60

ユ．67

工，66

2、01

2。03

2．1・3

2．20

2．35

1、96

・1．97

ヱ．92

1．65

2．o壬

2．15

2．07

2。12

2．09
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　　　　　　　　　　　拓1量湯減　　　：12．5　　4⑪ノ～　：；9・o　；“）・s

繰綜湯の清濁糖準【1竃　14・4　4：｝・2・L2・742・s

　　　　　　　　　　　濁霊易圃　　　1，LO　　 ・11．9　40．6　（ロ，，：1

一…　　　　　　　　　　　　？掌奉襲1！」筐
　繰　宗糸　濯t－　”り　4幅光糺1｝1・冒三

　　　　　　　　　　　　？牝劇盛「［疏

　ノ　　　　　　　勇臆藩敗「旺

　　　　　　　　　　　100藩激嘔Fこ

緻数の多少
　　　　　　　　　　　250紡斐1碇

（泡合の」iと否）

　　　　　　　　　　　500綿虹1・砿！

　　　　　　　　　　　円ミ蒜柴1・㌔’£

　　　　　　　　　　　ハ

繰綜機械別
X｛蝋

　　　　　　　　　　　難宗糸鰍

　　　　　　　　　　　∠kli易’i・砿

揚返法刎　　　　　　　　　　　jl吃1易L破

練　　　　絹

　　　　I

A　　．

1｝

（．｝

1）

　　　　　　　　　　　雲．糞｝

人　　　　絹
　　　　　　　　　　　同艶湘

12．5

13、5

1i．・．L。⑪

．．19．9　　47．．1、　・19．（｝

・：i．2．7　　41．6　　42．2

44．2　 ．1・；1，5　　43，9

IS．0

18．0

17．8

19，5

：三3，5

1，，；．o

［．4．｛3

4S．6

工6、5

16，0

」86

192

41．・，L　　40，7　　4⑪．9

，10．7　　39．3　　：39，9

4三〕．8　 4Ls　　・．i・L），2

4茎｝．0　 42、1　 42．5

4⑪，⑪　 37，9　　：；SA）

i］”t．7　 3｛｝．1、　こ；7．⑪

139．2　 お7．9　 fls．7

26。8　　25．5　　2〔3ユ

S，0　　7．S　　7、9

s，0　　　7，g　　　s．⑪

S．G　　8．0　　 8，3

S．4　　　S．O　　　S．2

S．7　　S．1，　　8．3

s、0　　 7、G　　 7．s

8、4　　　S，1　　　S．2

7．7　　7．5　　 7、6

8．9　　8、6　　8。7

S．0　　　7．7　　　7．8

8．7　　　7，4　　　鵠お

9．o　　s．3　　 s．s

9．2　　S．S　　9．0

10．3　　9．9　　1010

159．5

コ．マ4．0

1（1，、L朽

20，「1．0

1ぐ19、5

1s⑪，5

　oく
1．95

鈷ユ2

2．Ol，

2．・工9

2。07

2．20

ユ（繋3．5　　　　工．99

16ユ．5　　　1．97

コ．（37、5　　　2．04

17壽；，昌　　　2．12

1i｝3、0

：i∴鮎1．0

148，5

80．5

1．S7

1，72

1，Sl

O．gS

翻1綴1：1黙：目欝：別姫

5S．7　　58，0　　5S．1

GS．4　　66，1，　　67．S

70、0　 β7．3　 6S．5

7る，G　 ”i　a。7　　73、‘’t

84。5　　s2，5　　s；｝．4

；1］O．8　　29，0　　29．S

8。g　　s．2　　s．5

10．7　　10。4　　10，5

1⑪，7　　10、3　　10．4

9．7　　9．0　　9．4

4．｛t　　4．2　　4．3

1c，　．tl「　　16．3　 16．4

2・1S、0

2S6．5

2go．5

320．0

嚇　　　　　 s　　　　G　 ．　　苗　　　，　圏　　　　 N　　　　 離　　　　器　　＞ee

395．5

67．0

3．03

3。50

3．5d

3．91

8

　曽

　o

蟄い
鴎呂

竺

ド’

留

o

§

団

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨謙鵡鴻鎖帯

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　弾幽湖艦
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　／／　　。　．．

／　　／　cr’　m

＼ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艦測郵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H　 ト繭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ。。　E・・，’，，

・　　・　　　　　　　　　　　　　　　蟄審諮　
、’t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞〉勢1紳　e。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　 o
　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　麟1黙器　璽

　　　　　　　　　　’　　　　　　強謳購

41，S3

0．S2

・　　　　濤鉾薄　　　　　　・

ロ咀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願



20　　　　　　　　　鑓　　締　　離　　難　　i誌　　　　　　　〔醐一巻

　1淡中の1粒繰乃許｛7豹笠繰（國懸1歌18號K國獄支LO6號）、及夏闘（國訟「1110il虎×國搬支ω5

號）、秋繭（z麻rl×安泰）、輩1欄種（國酬拠6號×醸蠣敢16號）惇の光澤餅色鋤値の各？ll99均値を

掲げれば次の如くである。

箪　　4　　衰

一凹 @　山一一一一・tt－・一一一一……一・……轍憾【凹璽一一一一＿＿＿＿．＿＿＿　＿＿一＿＿．一．＿P　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輔t＿

種　　　　知

光澤度絶i尉値

＿＿．．＿t．一．鯉整聾．モ聖詮皇魏　　　臼110號’1ソ川欣莫蹴

一一一 ｱ・繰二粒繰

2．05　　．1．，77

三粒繰四灘繰 シ三粒繰プく粒繰

1　・・・・・…1・・・・…5　1
1，89　　1，92　　9。05　　］．（b3

・B・縣條方向が照射方向に直角な揚合

上記鞭試料を試みに賜f方向に直角に置いた齢明三規反身」蜘拗慌、湘撃1靴麟光

澱欄値端げれ聯猿・・如くである・表粉醐反身撹・散臓の伽趣・・酬ひ
て得たものであり、光爆度比数及光澤度絶勤値は前例ざ周搬1こしで求めたものであるtb

革　　5　　炎

頼　　　　　　　刎

　　　　　　100圏薩1

　　　　　　200岡

圏鐡漱18號　300岡
　　×
醒鐡丈106號　100同

　　　　　　50⑪同

　　　　　　600同

　　　　　　th繭峨

　　　　　　蒸殺減

繭乾燥程度　雫乾1硫

　　　　　　本乾臓

　　　　　　過乾i戯

　　　　　　若煮臓
煮　繭　程　度　適煮1，，i！，；

　　　　　　老煮L班

　　　　　　15　oel蕨

繰　 系糸　潔｝L　度　 180°　II謳こ

　　（F）　　　20ぴ減

繊度
（fの

舞o．5

1S．4

．zc、5

工昌．5

コ．4．5

ユ・玉，⑪

17．5

　工S．St
　20，0

Is、8

19．9

ヱ3．2

13．0

15．0

17．7

18．O

161．1

llwr“T－－－l－1，一’1，°T一

11三規反吻撒線飛　　数射うve線派　光湿度

癸・乗塁1…「奨…「ガll・・誘

26．・1　露5．4　25．9

28．5　27．6　27．9

27．4　27．0　27．2

3⑪，0　29．3　29，7

30、4　29．8　30．1

驚8．5　　27．3　　27．9

29．7　　2s．3　　2s．8

30．s　29．（1　30．2

30，7　29．5　30．2

33．0　　31．6　　32．1

30．9　　30．3　　30．弟

30．2　29．0　29．6

30．9　　29．S　　30．◆工

30．S　　29．8　　30．4

32。7　　　3ヱ．4　　　32．1

31．5　30．8　3L2

31rl　　30，3　　ミ30．8

21，⑪　20，2　20，6

22，9　k）2．6　22，7

21．9　2rL．6　21．7

24．⑪　24，0　2‘1、0

2・美．5　24ユ　24．3

22．0　21。6　21．8

光澤度
継甥値
（？ド均）

　　　　9，♂
26、5　　0．3湿

‘i）6．0

27。邦

28．5

ti　9．O

30．5

盤4．2　鍛．0　24．1　　23．5

24．3　23．S　24．0　　31。0

26．0　　25．3　　25．6　　　　23．0

27。2　　三16．’3　　2・二；，7　　　　27．0

25．3　24。S　麟．0　　27、0

23．4　　22．8　　23．0

25．7　25．6　25．7

24。9　24．2　24．6

26。2　25。3　25。s

2t5．1　25．2　20r．3

25．⑪　24．0　2・1．S

33．0

23．菖

29．o

31．5

29．5

3⑪．0

⑪．32

0瓢

0．35

0．：15

0．37

O．29

O．3S

0，28

O．33

o．31］

OflO

o，29

O．35

0．3S

0．36

O．37
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　　　　　　欄・｝［、…

　　　　　　　　　　1
繰　綜　法・　別　ノト沈繰1疲

　　　　　　沈1塾　1硫

無轍11…

1。・緻匝1

ユ露．5

1：；．5

1・1・．O

線数の多少　　　　　　i

（炮合の艮否）　　　　　

Is．O

，　250繰　’IIIi7・8

　　　i）°°線μ｛旧9’5

　rs．0

1　　1

　　　　　　tlこ揚減116．5

揚　返　法　　別　　　　　　　　i

　　　　　　乾粉馴蜘

　　　　　　　監矧rl・・
人　　　　　翻
　　　　　　岡　蟹㈱　1　192
　　　　　　　　　　　1

32、6　　：；　li　，o　　蔓12．⑪

’29．6　28．1　28．6

29．G　　27．4　　28．7

二；2．6　　1瓢．0　　呂t9

呂2、2　　：；0，5　　；；1．・1

；；1．2　　：：（）．；；　　：；0．7

；；O．7　　書IO．0　　30．・1

25．5　　25．1　　25、4

29．9　　29。1　　29．7

；t・7．9　‘j・a、1　・17，1

titl，0　　22、0　　鴬2、6

26．0　25．3　£5．7

23，3　SIL．7　23，0

24．5　24．〔｝　24．2

26．4　　26。0　　26．2

2G．0　　25．5　　盤5、1

25，4　　醗局。o　　tl　r）．L）

24．6　£4．0　2・1・，v，

20，S　203　　20，6

24，5　2・4．o　甥4．・i

46．G　45．8　4く1．2

瓢．9　甥，4　　2L7

二；1，5

28．o

22。5

li8．5

器．⑪

L’7．r）

30，5

24．0

銘13．5

4．局

4．5

　PA
⑪．38

αB4

0．鵯7

0、ll5

｛｝，こレl

o，34

α137

0．29

0．32

0．OG

O，Off

　　　　　　　　　　　　　　　　II｛考　　　察

　上記の成績を考察するに、康綜σ）光灘慶は外暦から内肝に蓮むに從つて」曾加してゐるが・最

内贋に黍れば幾分減少0）傾向を示してゐる。之の縫化は繊度の細太のみに厨梱するものではな

い。一般に外暦繭縣は透明度大で細く見え、内暦繭縣は白昧勝にて肉i恨的に太く見えるざさ

れ、叉實際Seriphme阪．ヒではその機に見える。之に鋤して角督博士等｛よ種々蛮瞼の結果、繭

孫外内暦の透明度の発異は1（Ψi磁1の分：鍛蚊に種類及喪等に基因する吸漏燈の多少に依るもの

で、外暦繭綜は吸灘性1くなる飾rlehl　Aを多∫轟：1：有し、　Tor！lwoiitをよく被ふ故遊明度大である

ε設明してゐるが、要するに外暦閣綜の邊明度大なるこεは、光の吸jl父少く、避樋量大、且っ

綜條の滑かなるによるものである。然るに本實瞼では外騨、中11辱、内暦ざ蓮むに從つて：iE親反

射黛増加し、散射光線r職戚少し、上記S却つて反鋤のtヒ9，：向を示してをる。侭し散射量の蕪異よ

り正規反射乃奈総反射llllの茸杉響友で、．［Lつ繭騰部位に於ける吸1険盤に大差なしxS假窟するなら

ば、外暦から内部に向ふに從つて反酎光鍛多く．從つて透過光：腋少く、透明度は繭暦内部に翌

る程小εなるざ考へるこiが出來る。然し之の爾潜間には材胴の状態及茎鐘験方法の根本的な蕪

異、叉Sevil）1mme板に方袋ける投射光線は綜條方向にブく艘直角であり・本魔駿では卒行であるこ

ミ、從つて縣條方陶による相折攣の差異等種々な相異存在する故、爾滑の關係を明かにするに

は今後是等の問題に就て更に調査を瀧める必要がある。爾中暦、内暦が繭縣交叉痕が外厨より

多いに拘らず散射少く、［tE規反射壌加し’Cゐるこεは密度ミか張力紳度等の貼より考へ、表面

の状態よりも内部的な影孔性或1よMie｛，lleの配列状態に原因するこミがより大ではないかS

考へらる。

　生綜の繊度ご光澤の胴係は森本氏k大岡氏の調査によれば、繊度太くなる程光澤は減少して

ゐる。上記の結粟でも1漁繰から3粒繰迄は粒数の増加・從つて緻度の増加につれて光澤度は

次第に減少してゐるが、4粒繰は急激に増し・5粒繰は減じ・6粒繰再び増加・7粒繰叉減少

し、（第4衷謬照）必ずしも滑かな攣化傾向を示さない熱から見てv生綜の光澤度は繊度の細太

に勿論關係はあるが、よ⇔以Itに綜條の結合状態、壱Pち縣條表面の形｝伏に左右されるものε考

へられる。



22　　　　　　　　　　　　照　　　綜　　　墨　　　～訂fl　　誌　　　　　　　　　　『濁1『11雀

　　學節別による光灘度の蓬は、本調査に於ては各・’t　llll～種も異の・汗1醜ζも催々『’臨：種に」磁ぎぬ故’

　…・般的傾向を決定するには不充分であるが、秋嶺種（≧i｛不！lx安泰）最も光澤大・次に1夏・獄種

’Gll10號x支105號）で、春鑑種（欧18號×支1．OfepE）最も少くザ・般に労へられΨCゐる熱IR．：1

　｛頃向を示した．o（第4表及び第3匿i≡釜照）　　　　　　　　　　　　　、

　　乾燥程慶の影騨を見るに、本實験で1よ生繭よ、吃）繰綜せる娠綜最も光澤少く・乾燥即．ら鯛盈…19作

　用の増加に從ひ光澤増加してをり、．河倉氏の測定宗占築ざ1嘆向をり獣こしてゐる。之は品iliill關係に

　依るものであるか、或は試料製作ρ）適否及實瞼誤弗に依るものであるか・もう一度1ジli1渥して貼

　る積りである。而して正規反射量（乃瓢より見るSl蒸設｛賦最も少く，他1・1砒Fl：何れも生繭い1究よb

　も多い。散射光線．r銭：は4ミ乾、本乾瞳多く、蒸殺廠｛」：逃帖1砿ざ1ヌこにかない⇔，こは煮繭携抗jR　lbll　（ノ）

　蟷煮繭に長1昨間を要し、從つて厳rle沁（1よよくlll欠化し、炎而滑ごなる蠣で｛JS：ないか濠思はれ

　る。爾灘熱を受けた蒸殺廠力㍉1三硯反射、散射が少く、乾熱作∫IIを艶‘歯た他械凱輿趣を・異に・）．’る

　こざは・．是簿熱作用のジ襲異が本質的な剃i賢σ）相5童に影鮮摯．レ；bもので｛よなかil，’うか（・、

　　煮繭状態の影勲膨き見るに、適煮顧、老煮賊の光灘は．ノく兼が認めしれなか）池が、何れも苔煮

　1置より大であった。若煮証の光澤少渚は煮熟不充：分（力像溝、紳峻の砲合鞭も感しハノミll申橿：iLゐ1る

　こSによるもσ）であらう。煮繭湯（乃清濁a）影鯉三は｛票準圃最も：｝鷲濁｝よく、濾湯1践最も歩も’、一師し

　て清湯硲の正規反封可．光線疑がイ瞳1蓬に比して著しく少いこ丸三｛よ～．Fllず’1L訳｝黙liである・・曹漁油湯’殻

　繭に於けるS（riein仏溶解一鍍は他1・li；．に比して大であるが、之の場・合Sい墓・i｛・itl八力多く瀞解する

　こごが考へられる故、，清湯畷綜條の9〔｝1’iC預の含1水1；1｛：1よ・少く、他1戚は之し1；反しナこ’性質の｝4し’：’1くしln

　を多く有するご考へられる。且つ擦準眠、濁湯顧は湯中の澤声解物質も溝濁lll・ll　l3黙な1』．叉綜條

　の色素1吸蒋畿も甚だ多い。上記の結果は是等グ）綜念結緊とによるもの矩eあらうc、

　　繰緯湯の清濁に於ても糠準1疏光澤最もホく、溝湯1瓶最も少く・養ζ正窺反肘lll：もlll量湯槻ψヤく煮

　繭湯の潮濁σ）．陽合，ざlrl】一の傾向を示したが、これが廠因は前者ご同一ざ．号ヘルれ軌，繰糎灘礎

　の影瓢1は華氏1ε0つ1薩最も光澤よく、150°顧最も劣るcr而して：勝D”樋が1孜3・j．．光線硫の多いψ1、童機

　温で綜條i痴宙が充分に滑かにならないこξを示すものである。2｛｝〔P癌｛よ蕉｛》㍗τllより撰1分劣る

　が・仙の試料では180°厩ミ同一・σ）光鐸正芝であつた故、大｛搬ノくー堆熱しご見鳳Cよいぼ1県ふo

　　繰綜法別では・浮繰種光澤最もよく、次に沈繰綜で、・ド沈繰新i最も劣る¢而して沈繰縣（乃敏

　射光線1垂1：の少ないの無綜條表面の滑かなこtt“を示すものtr労へ｝・れる。浮繰綜的光澤度大な葛

　、は正規反射鑓の甚だノ（なるこミによるが、他の豫備試験でも同｛：凌の傾向をボしたL，之は辞入び｝

　肉1眼鑑定の揚合の槻念3反蜀であるo之の原因に就ては福∫よく調査して児る搬1，てトあるo

　　・緻敷の．多少の影響は・勇鰍の光澤が1｛塒扱奥へたものより幾分多く、河劔舳結聯琳1機費

　．あるが、他は緻教の壇加ご共に光澤度も糟加してゐる。之は緻撒が多くなる廊水分肋饗散勲く

　なり、綜條の乾燥がよく．なり、繭綜α）縮含も緊轡こなる鱈であらうが、蔽諌船少ない1｛購婿秘

，度では其の影響が光澤上に表オ．しる程大．で｛よ無いtJ）ではないかご労へりるc

　e’　繰綜｛縫械別．に於ては塵繰孫は多條繰綜より光澤がf憂れ．てゐるが、之は座繰は彩隆よe，，）　El’；i‘認繰

　綜であ楼爲S貯ieiUがよく軟化し、繭孫の結合・ン畏妊にし聯條「酊を滑かにする薯落；S労へられ

　る．。撚綜生縣は他に比．し正規反射嘩だ少く・散射：銑多く・光澤が醤に劣るのは塩孫綜繰は捜射

　光線にZF行であつても各綜條構成繭綜は撚の旙投射光線ミ或る角度・＿なして身るこざ、及び撚

　の爲に綜旛而の凹凸が多いこざによるも（乃である。

　　揚返注の差異の影響は乾揚によるもσ）：1｝三規反射輩：．多く、散裾｝ll二少く、：光澤度生揚より甚だ勝

　る。乾陽が揚返張力多く．1又強力仲度も優れて・a）る難iより号へれば、炮舎め良轡以外に内部的

　な髪化、例へばMlk・t｛】kσ）配列状態に鰻i化を生ずるこミ等に依るものご労’＼転れる娼



o
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　精練綱の材判ば種々の異・t｝：る條件のもごにっぐられた雄綜を糖練したものであつて・、光灘は

各々異なる。之に依つ’し見るご生縣に於ける兼撫よ精練後に於ても蝿る如くである。この事に

就ての調M報与は後111一齪心こごミする。而して剥小す如く冴l」絃絹の光澤度縄鋤1直が生綜に　’

比較して2倍内外大であるは，紳條表而σ）1｛・r1〔・luの除却された絹が牟來の）鷲澤を礎揮せるに

イ衣るσ）TC“あるn

　人絹は絹より更に大なる光澤度をイ∫してゐるが、艶溝人絹は錘だ少ない。是窪人絹の光澤の

盤異は内部σ蝋泡ごか微細な物質、jerLl1　C‘）U‘｝id粒」へのノくさ配列状態の．1：ll喚に原因ずるもので

へし　　ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

のな｝o

　赫條方向を照射方向に直角に置いナ揚合・は、第5表に示孝如く7ド行σ）揚合に比し！1’規反射滅

少し散射は著しく増加してゐる。この鴬光澤度は生緯雫eは5分ノ11．乃至丁分ノ1に減じM人絹

で贈加も傭論囎1ぎ燭鵬、に砂し節・。　1’iliし欄励伽1党て1・（繭はA

ミ岡一であるが、別の試劉IE’川ひた）外暦から内暦に難むに從ひ光澤度増加し、Aの場“A　t“略

同じ傾向を示した。乾繭程度に於しは蒸殺随は別εして、大慨乾燥租度の進むに2｝し光爆度増’

加の傾向を示し煮繭程度の影響’Oは’［1規反射、散射縫の順位はAの揚合劇剃漿であるが、光

澤度は潤煮匝最もよく、適．撫l」最も悪しく一…致しない。　繰孫灘度では15〔】噴“薩最も大膏く、

180コF磁簸小で、叉・Aσ）揚合ε與なり、繰縣法別に於噌Cは浮繰麗、Aの場舎ε岡じく最も光

澤勝るが、沈繰臓は疲も悪く諮ナこしく異なる。緻敷の影響はAの如く明瞭な傾向を7Jミさなか

った。揚返法ではAざ岡様乾揚の光灘カマ大であつたく、之を要するに紳條を照射光線に罰し鷹

角に麗くミきは試料表面の1燐凸の影響が大で、本測定法では盈綜イく來の光澤を不明にするこU”

がある橘に、一定の傾向を求め難い揚合が往々座ずるこミは審揚に考へられる慮であるQ

　人絹の光澤度が1’3の揚介に極めて歩く・而も鱈通の艶あるものご艶溝εが岡一・値を示した

こ劃よ麟だ興味ある鋤“ひあるが、之はViseoge人昂陪の断面を見るざlrl脳11に無撒の炎起を有して

ゐるが、之σ）顯微鏡的な凹凸が散射光線を」曾加させる結果に依るものξ考へらる。

lV　総　　　括

　（1）　坐綜｛よ品種に秘ヒリ繭暦部位に依り、及繭の取扱法、盈緯製遣コ’程の霊異、或は生綜の

整理法の適否にょり，光灘度を異にするものであるカ㍉之♪鱗酌に取扱つたものは少ない。依

つて著者はOtWald氏のUniver副・Phぐ｝tOmett・rで種々の1｛ミ綜及び精劔絹、人絹窪の光澤状態

を蔽的に求め、更にFr（｝．qne1σ）法則に依て光澤度絶糊・値を求めて兇たのである。

　（2）　綜條力向が照射光線に準行な場合の測定結果は，繭綜の光澤は外暦から内騰に蓮むに

從つて増加し、最内騰では幾分減少の傾向を示した。繊度ミ光澤の關係は構成繭系織女及び駈合

状態の影響が大で滑かな痩化傾向を示さなかつたが、大膿他の人々の結聚ε桐機に粒敷の埆加

從つて緻度の増加につれ光澤の減少傾向が認められる。季節別では4和×安泰（秋）の光澤度

絶謝値が2．05で最大、次カミ日110號x支105號（夏）で1．92，歓18號×支106號（春）が1．80で最

も少かつた。乾繭状態の影響は1陀燥程度の瀧むにつれ光澤鍮加し、煮熟の影響｛よ適煮、老煮は

何れも蕎煮より大であつた。但し前二者の褻は極め丁少ない。煮繭湯のiilj’濁の影響は繰綜湯の

清濁の揚合ミ同様に、共に擦準璽の光澤最もよく、1戯易匠が最も劣つた。繰綜湯澱度に就ては

華茂18㌍嘔が光澤最も勝れ、低温の1．50°随が最も悪く、繰綜法別に於ては本試料では洋繰綜

の光澤最大で、ノド沈繰綜が最小であつた。級数の多少の影響は緻敷の多くなる程光澤度を増加

してゐるが、mO緻唾は無緻匠より幾分劣つてゐた。繰綜騰械別では座繰系糸の光澤が多條繰綜

のものより良く、撚綜生綜は散射光紗夷國lj曾加して正規反射量、光澤度は鑓だ少く、揚返法の影
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響は乾揚に良く、生揚の1．54に鍬し2D4を示した。精練絹は生綜より光潭占霞だ大で約2倍近く

の3．5内外の光澤度維封値を示しt。而して雄綜に於ける光潭の強異は精練後にも影響ある搬

に思はれる。人絹の光澤はIEに大で、光爆度紹欝値は4．83であったが、艶澗人絹は其の名の示

す如く諏めて少く0．82であった。

　（3）是等の光澤の差異の考察に當つては、lll三1濁仮射N散射の状態をよく吟味する必要があ

る。而して散射は綜條表而の1｝！1凸の商さ及内部の多孔性、或ぽ不透明な微粒子σ）状態等から楽

る内部散光の差異に關係するものでありs正境反射・の差與はこの散肘鉱にF｛b姻由L8eri（・hL　a）

輯折傘、吸攻率、傭光性のジ瓢或は8erlei11量の多少及其の性質の藩興から來る含水量の多

少N叉は種々の吸蒋物質の相異等に基因するものである。光澤度は是爽剰荊滑の綜合結駐に依て

建まるものである。而して源料繭の潴異は勿論、之が取扱懸理方法の適否は、その［II｛規反射及

散射に影響を及ぼすものである。即ち本實験に於ては蒸殺甑，煮繭及繰綜の溝湯顧、浮繰1観・

撚綜繰綜厩及乾揚磁に於て肇1気に著しい。故に是等種々の操作の影禦liを親寮ずるεrl掲…に、繭綜

本來の性質をよく調査するならば、自ら光灘度の差異σ）理山が明かεなるであらうが・未だ荷

繭綜の光撃的な性質の研究を｛よじめ種々の物理的恒i質の研究が｛く充分である故t；、上記結果の

読明をより明瞭にするには今後是等の研究を必要ごする。

　（4）　綜條方向が照射光線に凱し直角な揚合は正親反射少くi’s（射聴が礫だ大ざなつて，光澤

度眺細・約諺酬に・人絹端⑳もの1・翻艶酒欄では轟に減少してゐ・．之｛辮

條及試料面のill1凸0）増加に依るものである。人絹の光澤の蕪だ少いのは表面の無敏の炎起力樗将

に影響してゐるざ考へられるが、斯の如き状態の影離i｛iω爲本實1瞼では囲　さ1三の傾向を認め難い揚

合が少くなかった。（於」潤撒糸縄くPj韻校）
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